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石田徹也展　ノート、夢のしるし　4月12日㊏～6月15日㊐



　コンセプトや細かいモチーフが書かれたスケッチ。画面全体の雰囲気が表れる下絵……。石田徹也が試行錯誤しながら、代表作「飛べなくなった人」を描き上げた過程が浮かび上がります。

　色とりどりのノートには、石田の思いが詰まっています。
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　時に痛烈な、時にユーモラスな視点で現代社会を見つめ、作品を生み出した石田徹也。平成17年に31歳で急逝するも、今なお若者を中心に絶大な支持を得ています。

　今回、全国4カ所の美術館が協力し、石田のノートの公開が実現しました。

　アイデアをつづった貴重なノートを通して、石田の創作活動の裏側に迫ります。

問：美術館　電話：0463-35-2111

※ノートからの引用文は全て原文のままです




見どころはノート

　石田徹也展では、石田がアイデアなどを記したノートやスケッチブック51冊を初公開し、108点の作品とともに展示します。石田の言葉も随所に紹介し、制作の過程や思考の軌跡をたどります。

　「展覧会の副題は『ノート、夢のしるし』です。ノートには夢の中のことや日常のこと、作品の下絵など、石田の考えやアイデアが詰まっています」と市美術館の勝山滋学芸員（次写真）は話します。

　「例えば代表作の『飛べなくなった人』（表紙面）は、ノートに下絵と共に『真っ昼マ』『とまっているゆうえんち』『とびたいけど、とんでいけないイメージ』などの言葉が書き込まれています。作家自身の言葉で作品が語られているノートは、絵の世界を理解する助けになります」
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作品とノートを比較

　石田が使ったのは一般的な大学ノートもあれば、小さな手帳型もあります。使われていたのは、大学入試の受験勉強中の平成3年から、亡くなる平成17年までとみられています。51冊中に、約1万2300のカットが描かれています。そのうち、実際の作品に生かされたのは約550カット。鉛筆やペン、コンテ、水彩などで描かれています。

　展覧会では、一部の作品にノートと説明文をセットにして展示します。作品とノートを見比べながら、つながりを考えられるようにしました。

　公式図録の「石田徹也ノート」（求龍堂発行。3000円）にも、ノートの絵や言葉を数多く収録しています。この図録は、全国の公立美術館が加盟する美術館連絡協議会の、平成25年の「優秀カタログ賞」を受賞しました。




自画像とユーモア

　勝山学芸員は「作品を理解するキーワードの一つは『ユーモア』です」と言います。「石田は『失われた10年』と言われる、バブル崩壊後の厳しい社会を経験した世代です。しかし作品には深刻さや暗さだけでない、石田独特のユーモアや軽さも感じられます」。

　平成8年10月～9年3月頃のノートには「僕の求めているのは、悩んでいる自分をみせびらかすことでなく、それを笑いとばす、ユーモアのようなものなのだ。（中略）そうだ、僕は他人にとって、10万人や20万人といった他数の中の一人でしかないのだ！　そのことに、落たんするのでなく、軽さを感じとること。それがユーモアだ。」と書かれています。

　作品には、学校生活や社会生活がシンボリックに表現されています。また、どの作品にも、同じ顔をした男性が繰り返し登場します。

　「石田の写真を見ると、男の顔は確かに石田に似ています。男は着せ替え人形のように、サラリーマンになったり学生になったり、器物と一体化したりします。自画像のようでもありますが特定の個人ではなく、ほかの誰の顔でもある。見る人は思わず自分の姿や記憶と重ね合わせてしまうのではないでしょうか」と勝山学芸員は解説します。

　「男の少しうつろな目は、未来まで見通すような印象を受け、普遍性を感じさせます。作品世界を体感しに、ぜひ美術館へお越しください」




作品を見に行こう

・石田徹也展

　午前9時30分～午後5時。月曜日休館。美術館。一般800円、高校生・大学生500円。

・ギャラリートーク

　学芸員が作品を解説します。参加には観覧券が必要です。

　4月12日・26日、5月10日、6月7日の土曜日、午後2時～3時。



石田徹也


　昭和48年、静岡県焼津市生まれ。武蔵野美術大学在学中の平成8年、毎日広告デザイン賞で優秀賞を受賞。本の表紙や雑誌の挿絵などを描くグラフィックデザイナーとして活躍後、平成13年、若手作家の登竜門といわれるVOCA展で奨励賞を受賞。ファインアートの世界で徐々に頭角を現すが平成17年5月に死去。享年31。没後、遺作展や遺作集で注目を集め、さまざまなメディアで取り上げられる。
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「燃料補給のような食事」平成8年。145.6センチ×206センチ。静岡県立美術館蔵。代表作の一つ。
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「無題」平成9年頃。182センチ×91センチ。個人蔵。
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「無題」平成11年。33.5センチ×22センチ×21センチ。個人蔵。絵付け前の高崎だるまを使った立体作品。


作品をじっくり読み解く


　この「めばえ」という作品に皆さんは何を感じるでしょうか。私は、学校で昔受けた授業の記憶と重なりました。

　教室には、右上の窓から暖かい光が差し込んでいます。でもお世辞にも、のどかで楽しそうな授業風景には見えません。人物は皆、石田徹也の自画像のようです。同じ顔だからこそ、それぞれの目線や睡魔に負けて突っ伏した様子が際立ちます。持ち物やしぐさは一人一人違いますが、そこに自由はありません。男はどこまでも管理された現代社会の中の石田であり、ひいてはわれわれの姿なのです。規律正しく整列しているような人間の表現も、規則の中で生きるわれわれを暗示しているように感じられます。

　それにしても細かい描写です。遠くも近くも描き込まれ、男の短髪の1本1本、まつ毛から消しゴム、床の木目までもが克明に表されています。石田の作品を見たデザイナー亀倉雄策は「何を食べたらこんな絵が描けるんだ」と漏らしたといいますが、ここまで細かく描くのは並大抵ではありません。最後列の突っ伏した人物などの位置は不自然に見えますが、これらも描きたいものを全て画面に入れ込むための石田ワールドの一つでしょう。

　また、顕微鏡と合体した人物は何を表しているのでしょうか。顕微鏡と合体した自画像は、石田の遺（のこ）したアイデアノートにも登場します。そこには「きかいてきに」「見る人」という石田自身の書き込みが見られます。さまざまな器物と一体化した人物は、見ることしか許されず、身動きできずに縛られているようにも感じます。

　顕微鏡男の頭を押さえる教師の手も印象的です。教師の顔をわざと描かずに画面の外に置くことで、人格を持った先生というよりも、石田が考える「教育する側」全体を象徴的に表しているようです。中学時代の石田の教師によれば、石田は「決められた事に右へ倣えするのは好きじゃない性格だった」そうです。また石田の通った高校は進学校で、入学して10日で辞めたいと言い出し両親を慌てさせたといいます。石田が実際に感じた学校生活が、この絵に凝縮されていると言えるのではないでしょうか。

（文：市美術館学芸員 勝山）
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㊤「めばえ」平成10年頃。145.6センチ×206センチ。静岡県立美術館蔵。㊧は原案とみられるノート。顕微鏡と男が一体化したスケッチと「けんびきょう」「きかいてきに」「見る人」「質屋」「品定め」と書かれている。㊨は拡大図。消しゴムの「やわらか non dust eRAser」の文字やバーコードなどが見て取れる。


つながる展覧会



　石田徹也展を共同開催する足利市立美術館（栃木県足利市通2丁目14-7　電話：0284-43-3131）と平塚市美術館。2館の長い関わりについて聞きました。




河野→二十歳→石田

　足利市立美術館と平塚市美術館は、これまで何度も展覧会を共同開催してきました。近現代の知られざる作家にスポットを当てる基本コンセプトが、2館に共通しています。

　「足利市立美術館とは、1～2年に1度のペースで展覧会を共同開催しています。これまで開いてきた展覧会は一見バラバラに思われますが、実はつながりがあります」と、平塚市美術館の土方明司（ひじかためいじ）館長代理は話します。

　足利市立美術館の江尻潔学芸員（次写真）は、平塚市美術館と共同開催した展覧会について「平成20年の河野通勢（こうのみちせい）展で、作家の若い時代の作品に現れる魅力を知りました。続いて23年に画家たちの二十歳の原点展を開いたところ、石田の作品に大きな反響がありました」と経緯を話します。「そんな折、石田の故郷・静岡県の県立美術館が石田の展覧会を共同開催する館を探していると知り、足利市と平塚市、富山県砺波（となみ）市が手を挙げました」。

　平塚でも大きな話題となっていた石田の作品。石田徹也のご遺族や、静岡県立美術館などの協力で、今回の石田徹也展が実現しました。
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信頼関係で結び付く

　「展覧会を開くには、主に二つの方法があります」と土方館長代理は説明します。「一つは美術館の学芸員が独自の企画を立て、作品の出品交渉や印刷物の作成など、一連の事務を全て自分たちで行う方法。もう一つは、イベント会社やメディアなどが企画しパッケージとして販売する展覧会を、買い取る方法です」。

　平塚市美術館では、全ての展覧会を学芸員が独自で企画し、スキルアップを図っています。出品交渉などを通して、他館の学芸員や作家との信頼関係も築いています。

　「信頼関係はとても大切です。今回のノート公開は、静岡県立美術館の学芸員と石田のご遺族との信頼関係があったからこそ実現できました」と江尻学芸員。

　信頼関係は、その後の収集活動にも影響を与えます。「信頼関係ができた結果、美術館に作品を寄託されることがあります。作家の遺族は、作品の維持に不安を持つ場合があります。美術館は優れた収蔵品を手に入れることができ、遺族は安心できる。互いにメリットがあります」。




学芸員が強みを発揮

　巡回展では企画の段階から、ほかの美術館と連携して展覧会を組み立てます。印刷物やパネルなどを共通化して制作費用を抑えることで、単独では実施できない大きな展覧会を低予算で実施できます。また、地理的に離れた館を巡回し、美術館同士が競合しないようにしています。

　江尻学芸員は「予算の面だけでなく、集荷や調査を各地方館で分担できるので動きがとりやすい、というメリットもあります」と話します。2年後にも、平塚市美術館と足利市立美術館を含んだ5館で、詩人と絵にまつわる展覧会を共同開催する予定です。

　「共同企画の展覧会は非常に実り豊かです。各館の学芸員の強みを生かしながら、これからも共同企画の展覧会を開いていきたいですね」



同時開催　袴田京太朗展　人と煙、その他


　現在注目を集める、彫刻家の袴田京太朗。色とりどりのアクリル板を重ねた作品など、新しい彫刻表現へアプローチしています。

　この展覧会は、石田徹也展のチケットでご覧いただけます。

　4月19日（土）～6月22日（日）。一般200円、高校生・大学生100円。
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応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、4月7日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


教育委員会の嘱託員


　幼稚園教諭1人。勤務日数は週5日、月額賃金は15万7900円の予定。採用予定日は6月1日以降。雇用期間は1年度以内。試験は4月21日（月）。

募：豊原分庁舎1号館2階の教育総務課　電話：0463-35-8113や市ウェブにある受験申込書を、直接、4月4日（金）～11日（金）の平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。



介護相談員


　介護保険施設の訪問などで介護サービス利用者の声を聞き、介護サービスの向上に反映させます。養成研修があります。

　市内在住で、平日の施設訪問や連絡会に参加できる方2人（選考）。応募書類など詳細は市ウェブをご覧ください。

募：応募書類を、直接、4月25日（金）までの平日、午前8時30分～午後5時に、南附属庁舎1階の介護保険課　電話：0463-21-8790へ。



市青少年海外派遣団


　夏休みに姉妹都市・米国カンザス州ローレンス市を訪問しませんか。ホームステイや、文化施設の見学をします。

　7月25日（金）～8月4日（月）の11日間。市内在住の中学生・高校生16人（選考）。参加者負担金13万円（保険料などを除く）。

募：青少年課　電話：0463-32-7029や公民館、市ウェブなどにある申込書を、直接、4月26日（土）午後5時までに、同課へ。



経営支援アドバイザーの派遣先店舗


　魅力ある店舗づくりや販売を支援するため、専門知識や経験があるアドバイザーを市内の店舗に派遣します。

　原則として年度内で3回以内、1回2時間以内。次の条件を全て満たす店舗①市内の小売業・飲食業・サービス業（風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の対象業種や大手フランチャイズチェーンなどは除く）②資本金・出資額が5000万円以下、または従業員数が小売業・飲食業で50人以下、サービス業で100人以下③暴力団との関わりがない④市税の滞納がない。6店舗（選考）。

募：豊原分庁舎2号館1階の商業観光課　電話：0463-35-8107　FAX：35-8125や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクスまたは直接、4月25日（金）までに、同課へ。



七夕まつりの子ども飾り


　7月4日（金）～6日（日）の湘南ひらつか七夕まつりで、見附台広場に飾る子ども飾りを作ってみませんか。くす玉・短冊などの基本的な材料は支給します。

　園児や児童を含む団体・保育園・幼稚園・小学校など30組（抽選）。

募：豊原分庁舎2号館1階の商業観光課　電話：0463-35-8107や市ウェブにある申込書を、郵送または直接、4月25日（金）までの平日、午前9時～午後5時に、同課へ。



ジュニア・リーダー養成講習会


　地域で活動するジュニア・リーダーに必要な知識や技術を、キャンプや福祉講習などで学びます。

　5月～10月、全6回。市内在住の中学生80人（抽選）。

募：学校で配る申込書を、郵送または直接、4月22日（火）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029へ。市ウェブからも応募できます。



市民提案型の協働事業


　市との協働で地域課題の解決などを図る、市民提案型の協働事業を提案しませんか。

説明会　市民と行政の協働をテーマにした講演会もします。4月19日（土）午後2時～4時30分。市民活動センター。50人（先着順）。

募：企画提案書を、直接、4月21日（月）～5月20日（火）に、市民活動センター　電話：0463-21-7534へ。説明会は、電話で、同センター　電話：0463-21-7517へ。



ガイドと巡る文化資源


　豊田の史跡コース。自転車やオートバイでは同行できません。

　4月27日（日）午前9時30分～午後0時30分。約4.2キロメートル。荒天中止。神奈中「打間木下」バス停に集合。300円。中学生以下は無料。

募：コース名・全員の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、4月20日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。



成人式実行委員


　平成27年の成人式を企画します。5月下旬から月1回程度、活動します。

　市内在住で、平成27年成人式の対象者（平成6年4月2日～7年4月1日生まれ） 10人程度。

募：電話で、4月30日（水）までに、青少年課　電話：0463-32-7029へ。

[image: 成人式実行委員]



子ども美術教室春コース


　5月10日～7月19日の土曜日、全6回、午後1時30分～3時30分。青少年会館。市内在住の小学校4年生～中学生20人（抽選・初めての方優先）。筆記用具・水彩絵の具。1500円。

募：教室名・必要事項・学年・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、4月22日（火）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



びわ青少年の家の夏休み利用


　夏休みの7月19日（土）～8月31日（日）に、びわ青少年の家（土屋2710-1）を利用する団体を募集します。

　市内在住・在学の小・中学生が主体の10人以上の団体。利用は1泊2日まで。4月26日（土）午前10時から同施設で公開抽選します。

募：電話で、4月4日（金）～16日（水）に、びわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。



おもしろリサイクルフリーマーケットの出店者


　フリーマーケットを5月17日（土）、総合公園で開きます。雨天中止。飲食物・動植物などの生き物・リサイクルに関係ない手作り品・電気製品は販売できません。

　プロを除く市内在住の個人・グループ100店（抽選）。500円。

募：必要事項・販売する品物・当日の交通手段を、往復はがき（1グループ1枚）で、4月11日（金）までに、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



湘南ひらつかシロギス沖釣り大会


　5月10日（土）午前7時30分～午後1時。受付は午前6時～7時。平塚沖。荒天の場合は5月24日（土）に延期。高校生以上の方240人（先着順）。6000円。

募：電話で、浅八丸　電話：0463-21-0904・豊漁丸　電話：0463-22-5956・庄治郎丸　電話：0463-21-1312・庄三郎丸　電話：0463-21-1012へ。



市民アカデミー・市民大学講座


　中央公民館など。高校生を除く18歳以上の方40人（抽選、市内在住の方・初めての方を優先）。300円。現地見学の施設入場料・交通費などは実費負担です。

①市民アカデミー「健康に暮らすヒント　平塚市民病院の現場から」　市民病院の医療現場で働く方々から最新の知識を学んでみませんか。希望回だけの受講もできます。5月23日～7月25日の金曜日、全5回、午後3時～4時15分。

②市民大学講座「コレクションの楽しみ　人生を深めるモノのちから」　美術品など個性的なコレクションを作りあげた方々からコレクターになる楽しさを学びます。5月24日～7月5日の土曜日、全7回、午後1時30分～3時。

③市民大学講座「チェコの作家カレル･チャペックの人生の楽しみ方　園芸を愛した文学者の生涯」　チャペックの家と庭をイメージした休憩所がある花菜（かな）ガーデン（寺田縄496-1）や、市美術館を現地見学します。6月19日～7月31日の木曜日、全7回、午後1時30分～3時。

募：講座名・必要事項を、はがき（1枚につき1講座）または直接、5月2日（金）までに、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。



ゴーヤの苗を配ります


　4月21日（月）～25日（金）、午前8時30分～午後5時に、本庁舎4階の環境政策課で、ゴーヤの苗を配ります。

　市内在住で、みどりのカーテンを家庭で設置し、終了後に、市のアンケートに協力できる方。300株、1世帯5株まで（先着順）。

募：必要事項を、はがき・ファクス・メールで、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s@へ。
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　受験資格などの詳細は、募集案内や市ウェブをご覧ください。

Ⓐ市職員　10月1日採用予定　①一般事務A5人②土木技師4人③建築技師3人④電気技師1人⑤機械技師1人⑥保育士3人。

平成27年4月1日採用予定　⑦一般事務A20人⑧同B（社会福祉士）1人⑨同C（精神保健福祉士）1人⑩土木技師3人⑪建築技師1人⑫電気技師1人⑬保育士6人⑭学芸員（地質）1人。

　①平成元年4月2日～4年4月1日②③④⑤昭和49年4月2日～平成4年4月1日⑥元年4月2日～6年4月1日⑦元年4月2日～5年4月1日⑧⑩⑪⑫⑭昭和49年4月2日～平成5年4月1日⑨昭和49年4月2日以降⑬平成元年4月2日～7年4月1日、の生まれの方。

Ⓑ市嘱託員　①健康相談室②ひらつか市民活動センター事務③女性のための相談窓口相談④精神保健福祉相談⑤理学療法士⑥保健師⑦助産師、各1人。

　勤務日数は週3～5日、月額賃金は18万2,300円～12万9,500円の予定で、職種により異なります。採用予定日は6月1日以降。第1次試験は4月26日（土）。

募：本庁舎3階の職員課　電話：0463-21-8762や公民館、市ウェブなどにある申込書を、Ⓐは郵送で、4月9日（水）～18日（金）に、Ⓑは本人が直接、4日（金）～18日（金）の平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。




HAND SIGN　手話ダンス教室
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　ダンスに手話を取り入れたパフォーマンスで活躍している5人グループ「HAND SIGN（ハンドサイン）」が、手話ダンスを教えます。

　4月17日～7月3日の木曜日、全7回、午後7時～9時。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。全日程に参加できる方40人（抽選、市内在住・在勤・在学の方を優先）。

募：必要事項・性別・年齢・障がいの有無を、ファクス・メールで、4月13日（日）までに、スポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640　メール：handsign@へ。




お知らせ


市総合計画平成26年度版実施計画を策定


　平成26年度から向こう3年間を見据えた、平成26年度版実施計画を策定しました。

　大型事業（新庁舎建設、市民病院整備、ツインシティ整備推進）の着実な推進を図ります。「安心・安全への対応」「地域経済の活性化」「社会資本の再構築」「将来世代の育成」など、173事業に取り組みます。市ウェブ、公民館などでご覧いただけます。

問：企画政策課　電話：0463-21-8760



ひらつか協働経営プラン2014を策定


　市行財政改革実施計画のひらつか協働経営プラン2014を策定しました。

　前年度の50事業から37事業を継続。「まちづくりセンター推進」「未利用土地等資産活用検討」など4事業を新たに位置付け、41事業に取り組みます。平成26年度は2億2202万9000円の財政健全化効果額を見込んでいます。市ウェブ、公民館などでご覧いただけます。

問：企画政策課　電話：0463-21-8760



エコな生活を応援します


　資源やエネルギーを有効活用する施設を自宅に設置・購入する市内在住の方に対して、費用の一部を補助します。

①太陽光発電システム　住宅の屋根などに設置する太陽光発電システムで、電力会社と電力受給契約を締結する場合。1基につき3万円。

②家庭用燃料電池（エネファーム）　ガスから取り出した水素で発電し、排熱を給湯システムで利用する施設。1基につき4万円。

③雨水貯留槽施設　雨どいから集めた雨水を一時的に貯め、散水などに利用する施設。タンク本体購入費の2分の1、3万円まで。

④浄化槽転用雨水貯留槽施設　公共下水道の排水設備工事で不用となる既設の浄化槽を、雨水貯留槽に転用した施設。集水管・浄化槽本体・ポンプ施設（固定式）・散水設備・排水管で構成されていること。設置費用の2分の1、4万円まで。

⑤電動生ごみ処理機　微生物を利用して生ごみを分解・消滅・堆肥化または熱処理し、生ごみを乾燥させて、容量を減らす、電動の処理機。処理機本体購入費の2分の1、3万円まで。

問：①②は環境政策課　電話：0463-21-9762③④は下水道経営課　電話：0463-21-8785⑤は循環型社会推進課　電話：内線2238へ。



電気自動車の購入費を補助


　購入前に、事前申請が必要です。対象車種なども条件があります。

　①市内に1年以上在住の方②市内に1年以上事業所などがある法人・個人事業者③県内に1年以上事業所などがあるリース事業者で①②にリースする場合。

　1台5万円。③を除き1対象者1台。

問：環境政策課　電話：0463-21-9762



外国語の防災ラジオ放送


　外国籍の方への防災情報をFM湘南ナパサ（78.3メガヘルツ）で、4月から、月～金曜日の午後5時40分～5時45分の5分間、放送します。英語・ポルトガル語・タガログ語・スペイン語・中国語の順に、曜日ごとに変わります。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734



野良猫の不妊・去勢手術費を補助


　健康状態が良い、市内の野良猫を、県内で開業している獣医師に、市内在住の方が手術させる場合、補助します。1匹につき、メス4000円まで、オス2000円まで。

　本庁舎4階の環境政策課や公民館にある申請書を、直接、手術の前に、同課に申請してください。

問：環境政策課　電話：0463-21-9762



災害活動支援車などを購入


　災害活動支援車1台を初めて導入し、消防署大野出張所（東豊田448-3）に配備しました。大規模災害発生時に緊急消防援助隊として派遣された、隊員の活動を長期的に支えます。また、金目出張所（南金目1256-1）で消防ポンプ車を1台、大野出張所と土沢分遣所（上吉沢395）で高規格救急自動車を各1台、更新しました。

問：消防総務課　電話：0463-21-9725



湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操をします。午前7時40分ごろから歌声朝市をします。

　4月20日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



八幡山の洋館を一般開放


　旧横浜ゴム平塚製造所記念館を月1回、水曜日に一般開放します。館内を自由に見学できるほか、午前10時～午後5時までカフェも開きます。

　4月16日・5月28日の水曜日。6月以降の予定は同館ウェブで、前月にお知らせします。

問：旧横浜ゴム平塚製造所記念館　電話：0463-35-7114





市民活動ファンド報告会


　市内の市民活動団体を支援する、公益信託ひらつか市民活動ファンドの助成を25年度に受けた10団体が、活動成果を報告します。ファンドへの100円以上の寄付と本を交換する「たすけ愛文庫古本市」も午後6時まで開きます。

　4月26日（土）午後2時～5時。市民活動センター。

問：市民活動センター　電話：0463-21-7517



譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを、随時電話などで受け付けます。詳細は、市ウェブで確認できます。

譲ります　学習机など。

譲ってください　自転車用補助イスなど。

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301




企業立地促進策を拡充


①施設整備助成　平成26年度から、助成期間を2年延長して7年に、上限も2億円増やして累計5億円に拡充します。さらに、初年度に限り、ⓐ建物・償却資産を市内企業に発注・支払いした場合、対象固定資産税等相当額の2分の1の「市内発注奨励助成」ⓑ研究所・情報通信業または5,000平方メートル以上の土地の場合、対象の固定資産税等相当額の2分の1の「企業立地奨励助成」も始めます。

　新規立地や既存工場の拡張に要した土地・建物などの投資額が3億円（中小企業は5,000万円）以上の場合、固定資産税等相当額の2分の1を助成します。

②新規雇用助成　①と合わせて、常用の従業員として市内在住者を1年以上雇う場合、21人目から1人当たり30万円（中小企業の場合は1人目から、1人当たり50万円）総額1,000万円まで助成します。20歳未満の方・60歳以上の方・障がい者を雇用した場合は1人当たり20万円を加算します。

③環境設備助成　①と合わせて、雨水活用設備・太陽光発電設備・風力発電設備を設置した場合、上限100万～300万円まで助成します。

④中小企業設備投資促進助成　製造業を営む中小企業が、事業拡大や新製品開発などで2,000万円以上の設備投資をした場合、購入額の2パーセント、300万円まで助成します。平成26年度から、市内企業に発注・支払いした場合、5パーセントに引き上げます。

　太陽光発電設備を導入し、市内企業に発注・支払いした場合、発電能力に応じて100万円まで助成する環境設備への助成も始めます。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758




健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


特定不妊治療費の一部助成を始めます


　不妊に悩む夫婦が体外受精・顕微授精の特定不妊治療を受けた場合、治療費の一部を4月から助成します。

　次の条件を満たす市内に1年以上在住の夫婦①「県不妊に悩む方への特定治療支援事業」の助成承認を受けている②市税の滞納がない、など。1回5万円まで。

問：健康課　電話：0463-55-2111



布団の乾燥・丸洗いが変わります


　月に1回、敷布団・掛け布団を乾燥・丸洗いします。4月から対象者を広げ、料金が変わりました。

　次の条件を全て満たす方①65歳以上の在宅高齢者②病気などにより布団で過ごす時間が長い③本人や同居家族が布団の乾燥・丸洗いができない④布団を清潔に保（たも）てない。住民税課税世帯は1枚当たり乾燥500円・丸洗い1000円。非課税・生活保護の世帯は減額します。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



地域福祉計画（第3期）を策定


　福祉サービスの利用だけでなく、お互いに支え合う社会を実現する仕組みをつくる計画です。第3期では、市社会福祉協議会の「地域福祉活動計画」と一体的に策定することで、総合的な地域福祉の推進を目指します。図書館や公民館などでご覧ください。

問：福祉総務課　電話：0463-21-9848



がん集団検診・結核健診


　日程・会場は、次表のとおりです。先着順。①胃がん②大腸がん③子宮がん④乳がん⑤結核健診。

　市内在住の方。対象は、平成27年3月31日時点で①②40歳以上③20歳以上の女性④40歳以上の偶数年齢の女性（平成25年度に受診していない方は奇数年齢でも受診できます）⑤65歳以上。

　①1400円②500円③1000円④2000円⑤無料。

募：必要事項・性別・生年月日・年齢・希望検診名と第1・第2希望日を、はがきまたは直接、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。
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風しん予防接種を引き続き助成します


　平成27年3月31日（火）まで、1人1回に限り、MRワクチン（麻しん風しん混合）5000円または風しんワクチン3000円を助成します。

　市内在住で、過去に風しんにかかった方・風しんの予防接種を受けた方・妊娠している方を除く①妊娠を予定・希望している女性②妊娠している女性の配偶者。住所が確認できる健康保険証など。②の方は母子手帳の原本または父親の氏名の部分の写し。

　接種できる病院や注意点などの詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111



「ひとり暮らし高齢者」を調査


　高齢者の実情を把握し、見守り・安否確認などの必要な支援につなげるため、調査します。4月4日（金）～5月15日（木）に民生委員児童委員が訪問し、調査票を配ります。

　4月1日現在、75歳以上のひとり暮らし高齢者。該当する方で、民生委員児童委員の訪問がない場合は、高齢福祉課にご連絡ください。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



横内・なでしこ地区に町内福祉村がオープン


　町内福祉村は、地域にお住まいの方が中心となって、困り事のちょっとした手伝いや相談、茶話会など、地域で支え合う地域福祉の拠点です。

　横内地区（横内）町内福祉村「横内スマイル広場」（横内3790-2）。月～金曜日、午前10時～午後3時。　電話：0463-53-8501。

　なでしこ地区（撫子原、花水台、唐ケ原、黒部丘・虹ケ浜の一部）町内福祉村（撫子原12-54なでしこ公民館）。水～土曜日、午前10時～午後3時。　電話：0463-35-1328。

問：福祉総務課　電話：0463-21-9848





身体障がい者の義肢・装具などの相談


　必要な義肢・装具の作製・修理の相談を受け付けます。完成までに3回程度かかる場合もあります。必ず本人がお越しください。

　4月24日・5月22日・6月26日・7月31日の木曜日、午後1時～3時30分。平塚合同庁舎（西八幡1-3-1）別館A・B会議室。18歳以上で身体障がい者手帳を持っている方。身体障がい者手帳・印.・現在使っている補装具など。

募：前日までに、障がい福祉課　電話：0463-21-8774　FAX：35-5770へ。



食事でできる骨粗しょう症予防


　5月22日（木）午前10時～午後1時。保健センター。エプロン・三角巾・布巾。500円。市内在住・在勤の方40人（先着順）。

募：教室名・開催日・必要事項・生年月日を、はがきで、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。



肺の生活習慣病COPD


　慢性閉塞（へいそく）性肺疾患（COPD）を紹介します。希望者は肺年齢を測定します。

　5月22日（木）午後1時30分～3時。保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。筆記用具・健康手帳。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



プールで転倒骨折予防教室


　市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方。先着順。応募は年度内3回まで。水着・水泳帽・タオル。

　①5月1日～7月3日の木曜日、全9回、午前9時～11時。レオスイミングスクール平塚校（平塚5-22-18）。35人②5月7日～7月2日の水曜日、全9回、午前9時30分～11時。キッツウェルネス平塚（代官町1-16）。20人。

募：電話で、①は日曜日を除く午前10時～午後7時に、レオスイミングスクール平塚校　電話：0463-34-3575②は木曜日を除く午前10時～午後6時に、キッツウェルネス平塚　電話：0463-24-7997へ。



くすの木体操講習会


　5月16日（金）午後1時30分～3時。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



腹囲マイナス教室


　5月24日～7月19日の土曜日、全6回、午前10時～11時30分。保健センター。市内在住・在勤で、医師から運動制限を受けていない方25人（先着順・全ての回に参加できる方を優先）。飲み物・タオル・室内用運動靴。1000円。運動しやすい服装でお越しください。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



野の花で押し花体験


　摘んだ野の花を使った押し花で、グッズを作ります。

　5月13日・20日の火曜日、全2回、午前10時～正午。七国荘（土屋4594）。2回とも体験できる、市内在住の60歳以上の方20人（抽選）。

募：電話または直接、4月7日（月）午前9時30分から、七国荘　電話：0463-58-1265へ。
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消費生活センター　電話：0463-21-7530


家庭教師と高額教材

　桜が咲く季節は、勉強に対する関心と不安が、ご家庭でも高まる時期でもありますね。そんなときに、学習相談を勧める電話がかかってくることがあります。

　学習相談と無料体験を了承すると、ベテラン家庭教師がやってきます。体験ですっかりその気になったお子さんを見て、始めるならば「今しかない」という気になるのが親心。契約の話になると、家庭教師の派遣だけではなく、教材の購入もセットで必要だと言われ、学校を卒業するまでの教材をまとめて購入することに……。その後、実際に派遣された家庭教師は無料体験と違い、態度や指導法が期待はずれのこともあります。派遣を取りやめ、教材の返品を申し出ると、高額な解約料を提示され、納得がいかない、という相談が消費生活センターに寄せられています。

　その気になっても、その日に契約せずに、契約書を読んで、じっくり検討しましょう。家庭教師や教材の契約には法律の規制があり、クーリングオフ制度や中途解約時の違約金について定めがあります。おかしいと思ったときは、消費生活センターにご相談ください。

[image: 家庭教師と高額教材]




スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


体育館を個人開放します


　①金目中学校（南金目1013-2）。4月14日・28日、5月12日・26日の月曜日、午後7時～9時。ニュースポーツ・バドミントンなど②みずほ小学校（北金目2-39-1）。4月19日、5月17日の土曜日、午後1時～4時。卓球・バドミントンなど。

　市内在住・在勤・在学の方。小学校3年生以下と、午後6時以降の中学生以下の利用は保護者同伴。本人確認ができる運転免許証など・室内用運動靴・運動用具。

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060



女性バドミントン大会


　4月17日（木）午前9時開会。ひらつかサン・ライフアリーナ。市内在住で、30歳以上の女性のペア。

募：〒254-0074大原1-1バッティングパレス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクスまたは直接、4月11日（金）午後5時までに、同課へ。



ボウリング教室


　4月24日～5月15日の木曜日、全4回、午後2時～4時。神奈中平塚ボウル（宝町10-4）。初心者を中心に24人（抽選）。1回1080円。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、4月16日（水）までに、〒254-0074大原1-1スポーツ課　電話：0463-31-3060へ。



首都大学野球春季リーグ


　4月12日（土）午前11時・開会式、正午・東海大-城西大、午後2時30分・日体大-大東大。13日（日）午前10時30分・大東大-日体大、午後1時・城西大-東海大。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。当日券を試合開始1時間前から発売。大人1000円、大学生・高校生・中学生500円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



イースタン・リーグ公式戦


　横浜DeNAベイスターズ-東京ヤクルトスワローズ。4月26日（土）・27日（日）、午後1時試合開始。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。当日券を試合開始2時間前から発売。大人1000円、小・中学生300円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



女性卓球大会


　5月12日（月）午前9時開会。ひらつかサン・ライフアリーナ。市内在住の30歳以上の女性が同一中学校区内で編成した4～6人のチーム。

募：〒254-0074大原1-1バッティングパレス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクスまたは直接、4月16日（水）午後5時までに、同課へ。



ジュニア陸上教室


　4月～平成27年2月、全10回。ShonanBMWスタジアム平塚。市内在住・在学の小学校4～6年生。3000円。初回は4月26日（土）午前9時～正午。会場で費用を集金します。

募：必要事項・学校名・学年・性別を、はがきまたは直接、4月21日（月）までに、〒254 -0074大原1-1バッティングパレス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課　電話：0463-31-3060へ。



スポーツ教室


　①～⑥はトッケイセキュリティ平塚総合体育館⑦～⑪はひらつかサン・ライフアリーナ。抽選。

①いきいき若返り体操　5月9日～6月27日の金曜日、全8回、午前9時15分～10時30分。60人。3080円。

②金曜エクササイズ　5月9日～6月27日の金曜日、全8回、午前10時45分～正午。70人。5140円。

③ジュニアフラダンス　5月9日～10月31日の金曜日、全15回、午後5時～6時。小学生30人。5140円。

④ボディーメークエクササイズ　5月9日～7月25日の金曜日、全12回、午後7時20分～8時30分。50人。5140円。

⑤楽しいフラダンス　5月13日～7月15日の火曜日、全8回、午後1時20分～2時50分。75人。4110円。

⑥楽らくヨガ　5月15日～7月17日の木曜日、全10回、午前9時20分～10時50分。75人。3900円。

⑦卓球　5月7日～8月27日の水曜日、全7回、午前9時30分～正午。初心・初級・中級で計100人。4790円。

⑧ノルディックウオーキング　5月8日～6月5日の木曜日、全4回、午前11時～午後0時30分。30人。1540円。

⑨男性フットサル　5月8日～6月12日の木曜日、全6回、午後7時15分～8時45分。30歳以上の方40人。3080円。

⑩産後シェイプアップ体操　5月14日～28日の水曜日、全3回、午後1時30分～2時45分。市内在住で出産して1年以内の母親と乳児25組。無料。

⑪始めてみよう！　フラダンス　5月15日～6月12日の木曜日、全5回、午後1時30分～3時。25人。2570円。

募：教室名・必要事項・年齢（⑩は乳児の氏名・月齢も）を、はがきで、4月15日（火）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団のウェブからも応募できます。



バスケットボール　bjリーグ


　横浜ビー・コルセアーズ-秋田ノーザンハピネッツ。①4月26日（土）午後6時②27日（日）午後2時。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。前売り券は2階自由席の大人1800円・中学生以下1000円など。ローソンチケットなどで販売しています。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233
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市民間から始まる国際交流



　外国との相互理解や、市民と外国籍市民の交流を目的に活動する平塚市国際交流協会。今月で創立20周年を迎えます。

　「市内には4,000人を超える外国籍市民が暮らしています。中には日本語が苦手で、地域の催しなどに気付かない人もいます」と天羽さん。協会では日本語講座や市民と外国籍市民の交流イベントなどを開き、機関誌「HIEA（エイチ･アイ･イー･エー）」でイベントの魅力を伝えています。「機関誌は、日本語が苦手な人にも見てもらえるよう、写真などを多く使い分かりやすくすることを意識しています」と話す天羽さん。

　「多くの人がイベントに参加し、市民間の国際交流が進めばうれしいですね」と、天羽さんは思いを語ってくれました。
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市民相談


市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

4月7日（月）午後1時～4時




◇税務（予約制）

4月25日（金）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

4月11日（金）午後1時～4時




◇測量・境界（予約制）

4月11日（金）午後1時～3時




◇多重債務（予約制）

4月8日（火）・22日（火）、午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

4月8日（火）午後1時～4時




◇不動産（予約制）

4月4日（金）・18日（金）、午後1時～4時




◇分譲マンション管理（予約制）

4月28日（月）午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

4月15日（火）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時



保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：35−5770

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後3時



健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

4月23日（水）、5月16日（金）、午後1時～3時



65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時



福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

4月8日（火）、5月13日（火）、午後1時～4時




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。



女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時



人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

4月15日（火）午後1時～4時



こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時



子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時




こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時



消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時



ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

4月21日（月）午後1時～4時




◇就労支援（予約制・先着4人・一人50分）

4月9日（水）・23日（水）、午後1時～4時50分
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美術館

〒254-0073西八幡1-3-3

電話：0463-35-2111　FAX：35-2741

休館日 7･14･21･28日



■ロビー展　林辺正子の世界

　4月6日（日）まで。




■所蔵名品展Ⅱ　新収蔵品を中心に

　4月6日（日）まで。一般200円、高校生・大学生100円。




■市民アートギャラリー

　4月8日（火）～13日（日）湘南芸術家協会展。15日（火）～20日（日）玉泉水墨画会展。22日（火）～27日（日）リン版画工房展。29日（祝）～5月5日（祝）平塚写真連盟展。



美術館館長による近代日本画史講座


　日本画が専門の、草薙（くさなぎ）奈津子館長による美術講座です。明治・大正・昭和戦前の近代日本画について、映像を使いながら解説します。

　5月14日、7月9日、9月10日、11月12日、平成27年1月14日、3月11日の水曜日、全6回、午後1時30分～3時30分。美術館。全ての日程を受講できる方25人（抽選）。

募：講座名・必要事項を、はがき・ファクス・メールで、4月18日（金）までに、美術館　メール：art-muse@へ。

[image: 美術館館長による近代日本画史講座]



美術館バックヤードツアー


　通常は非公開の美術館の裏側を、学芸員がご案内します。

　5月10日（土）午後1時～2時。小学生以上の方20人（抽選）。

募：講座名・実施日時・必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・メール・ファクスで、4月3日（木）～24日（木）に、美術館　メール：art-muse@へ。メールはタイトルをワークショップ応募に。
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博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 7･14･21･28日



■新たな収蔵資料を展示

　平成25年度の収蔵資料を展示。寄贈品コーナー。

　①新着資料展1　考古・歴史・生物・天文分野。4月29日（祝）まで②新着資料展2　民俗分野。5月1日（木）～6月1日（日）。




■春期特別展　水と生きる里　金目の風土とその魅力

　エコミュージアム金目まるごと博物館とコラボレーションして、金目地区の歴史・文化・自然の魅力を紹介します。

　5月11日（日）まで。特別展示室。

①記念講演会　1枚の古文書から郷土史を読み解く

　金目川の治水と洪水の歴史を古文書から読み解きます。

　4月5日（土）午後1時30分～3時。金目公民館（南金目966）。

②生きもの観察会

　用水路の生きものを網ですくって観察します。

　4月20日（日）午前10時～正午。金目地区。20人（抽選）。

③子ども自然観察クイズラリー

　緑豊かな公園で自然の不思議や素晴らしさを、クイズ形式で楽しみながら学びます。

　4月26日（土）午前10時～正午。金目親水公園（北金目3-914）。小学生30人（抽選。3年生以下は保護者同伴）。

募：必要事項を、往復はがきで、②は4月10日（木）③は14日（月）までに博物館へ。




■プラネタリウム投影

　200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。

☆ギャラクシー・クルーズ

　4月6日までの土・日曜日、午前11時と午後2時。

☆火星最前線

　接近中の火星について、最新情報などを解説します。

　4月12日（土）～6月1日（日）の土・日曜日、午前11時と午後2時。5月10日（土）以降の土曜日午前11時の回を除く。

☆星空と音楽の夕べ

　プラネタリウムで、クラシック音楽を聞きながら美しい星空を眺めます。

　4月20日（日）午後4時。




■宇宙開発連続講座　ロケットを作ろう

　第1回のテーマは「ロケットはなぜ飛ぶか？」。ロケットの歴史や仕組みを学び、設計に挑戦します。

　4月27日（日）午後3時30分～5時。講堂。




■星を見る会　接近している火星を見よう

　4月25日（金）午後7時～8時30分。科学教室・屋上。雨天曇天中止。




■スターウオッチング入門講座

　第1回のテーマは「春」。これから星の観察を始めたい人向けの入門講座で